
量子コンピューターによる社会変革

人類の解けない問題を解く



企業概要

企業名 ：MDR株式会社（英語表記：MDR Inc.）

所在地 ：東京都文京区本郷２－４０－１４

設立 ：２００８年１２月１２日

主要取引先 ：国立研究開発法人、国内大手企業、国立大学法人

資本金 ：1億3,000万円（資本準備金94,986,050円）

事業内容 ：量子コンピュータフルスタック開発、機械学習アプリ研究開発

従業員 ：15名程度（パートタイム・アドバイザー含む）

2

財務管理部（千代田区丸の内3-1-1）：財務や契約関係の社内庶務の管理

研究開発事業部：最先端技術開発の自社サービスのリリースやモデルを企業に納品



アプリケーションからハードウェアまで一貫して開発するチーム
東京大学出身者を中心とした開発体制と、金融業界出身者による財務体制。
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「量子情報処理(主に量子シミュレータ・量子コンピュータ)」
理研、東大、産総研、東芝、MDR、NEC、NTT、QunaSys

IPAS
特許庁「知財アクセラレーションプログラム」
国内有望ベンチャー10社の知財ユニコーン育成



処理できるデータ量が
指数増大

これまで原理的に解け
なかった問題が解ける
ようになる！
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https://www-03.ibm.com/press/us/en/photo/52404.wss



引用：http://www.bohr.technology/blog/quantum-computing-landscape-july-2018

世界の量子コンピュータ企業による産業化





MDR社の主力商品。ユニバ
ーサルゲート型量子コンピュ

ータ向けSDK。オープンソ
ースでの提供で、シミュレー

タをはじめとして各種量子コ

ンピュータのアプリケーショ

ン開発用の機能を搭載。一般

公開中。

MDR社の主力商品。AWSの
GPUノードに構築されたス
ケールするビジネス向けユニ

バーサルゲートモデルの

NVIDIAのCUDAで並列化さ
れた量子コンピュータ演算ノ

ード＆シミュレータ。関係者

提供中。

提供準備中（今冬提供予定）。量

子コンピュータに関する計算リソ

ースを管理し、シミュレーション

やプロジェクトを管理。将来的に

は弊社開発のチップの搭載予定

（2019-2020年以降）。

MDRの製品群



MDR A1チップ開発

MDR G1チップ開発

MDR Quantum Cloud

MDR Superfast

MDR Ultrafast

2018年末 2019年春

MDRの次はスパコンと実機の搭載



量子コンピュータは新しい計算基盤

新しい計算基盤を１から構築するのが量子コンピュータ事業の根幹。既存計算機

の仕組みが上に乗せることも可能。ゴールはデジタル化された万能量子コンピュ

ータ。当面の目標は100万量子ビット。

量子コンピュータ（初期化・演算・測定）

ミドルウェア（OS/クラウド）

デジタル化誤り訂正

量子アプリケーション既存アプリケーション

全てが新産業



量子コンピュータの登場による未来社会

「DATA IS NEW OIL」という考え方は、ビッグデータが多
くの富を生み出すというデータ時代到来により、純度の高い

データ精製を石油資源に例えています。非資源国の日本にお

いて量子コンピュータを活用した新しいビッグデータ市場の

創出は資源のように多くの富を生み出す可能性を持っていま

す。私たちはこのような新しい計算基盤の上に構築される新

しい産業創出の視点を掲げ、明るい未来のビジョンを提示し

ています。



量子コンピュータに期待される分野

・マテリアルインフォマティクス、新材料計算

・セキュリティ、暗号、通信（新しい枠組みの作成）

・データ創薬

・エネルギー（既存エネルギーの最適化と新エネルギー）

・人工知能、機械学習（計算量の増大に対応）

・低消費電力（小さいチップでスパコンを超えられるかも）



MDRのビジネスモデル

世界中の計算のクラウドプラットフォーム化

・世界中どこからでも量子コンピュータを活用できる。

・自社サーバーで世界中の知財を一括管理。

資源や行動の計算化

・素材開発や創薬など、人の手の作業をほぼ計算だけで行う。

・資源や行動を計算で最適化し、最大効率化する。



MDRの強みと世界への影響力
・現状チップ開発に参加できているというこ

とがすでに世界に影響力を持ち始めている。

物理学の土壌が元々ある国が限られている。

・海外に比べて国内は大企業の採用が活発。

大企業における量子コンピュータの活用が進

んでいる。ベンチャーはそうした大企業と連

携できるのは海外と比較して良い状況。

・課題はサービスの英語化とチップ開発。各

社チップ以外はソフトウェアにおいては大き

な差はない。チップの開発大きな課題。
https://quantumcomputingreport.com/scorecards/qubit-technology/



世界に勝つためのQuantum Valley構想

海外のクラウドサービスはマシンの性能を調整している可能性が高い。国内に

チップとクラウドサービスがあればあとはソフトウェアの勝負になる。１つで

も多くの専門性の高いベンチャー企業を面で育てる。

専門性の高い量子コンピュータベンチャーを数社集めてソフトウェア開発、
低コストで運用し、必要な時に投資を加速させる「クオンタムバレー」構想

・タンパク質特化ベンチャー

・材料開発特化ベンチャー

・金融計算特化ベンチャー

・セキュリティ特化ベンチャー



すでに段階的な社会実装が進んでいる

量子コンピュータと既存コンピュータのハイブリッド方式で運用が主体。

将来的には100万量子ビットの万能量子コンピュータで本格運用がスタート。

量子コンピュータ

既存コンピュータ

万能量子コンピュータ
量子コンピュータ

既存コンピュータ

2018年現在 2020年代 ????

20-100量子ビット 100-数万量子ビット 100万量子ビット



以上

人類の解けない問題を解く


